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 つながったトンボの、オス・メスは、どこでわかるの 

産卵管 

オス 

 付属器 

メス 

 オス

 

 メス

しっぽの先 

腹部 

●つながった
せんとう

先頭はオス 

 つながったトンボは、ほかのオスにとられないよう、オスが
さんらん

産卵するメスをつかまえたま

ま
と

飛んでいるのです。トンボのオスは、たいていの
しゅるい

種類が、
じ ぶ ん

自分のなわばりをもっています。

そして、
じ ぶ ん

自分のなわばりにメスが
はい

入ってくると、しっぽの
さき

先にある
ふ

付
ぞく

属
き

器で、メスの
あたま

頭の
うし

後

ろをつかみ、
さんらん

産卵するときまで、つながったままでいることが
おお

多いのです。ですから、
あたま

頭の
うし

後ろをつかまれているのがメス、つながった
せんとう

先頭を
と

飛んでいるのがオスです。 

●
ふく

腹
ぶ

部のでっぱりでオスが
く べ つ

区別できる 

 トンボをつかまえたときのオス、メスの
み

見
わ

分け
かた

方は、トンボの
はね

羽のつけ
ね

根の
はらがわ

腹側で、
はら

腹と

しっぽがつながっているあたりを
しら

調べます。オスの
ふく

腹
ぶ

部には、
と

飛び
だ

出した
ぶ

部
ぶん

分がありますが、

メスの
ふく

腹
ぶ

部はすんなりして、なめらかです。オスの
ふく

腹
ぶ

部の
と

飛び
だ

出した
ぶ

部
ぶん

分には、
こう

交
び

尾
き

器があ

るのです。
こう

交
び

尾
き

器は、オスの
せ い し

精子（オスの
せいしつ

性質や
たいしつ

体質を
つた

伝えるもの）をメス（
たまご

卵）にわた

すとき
つか

使う
ど う ぐ

道具です。 

 ギンヤンマなどは、
ふく

腹
ぶ

部
い が い

以外にも、しっぽの
さき

先を
しら

調べると、オスメスが
く べ つ

区別できます。オ

スは
じょうげ

上下に
ふ

付
ぞく

属
き

器がついていますが、メスは、
うえ

上にだけ
ふ

付
ぞく

属
き

器があり、
した

下のほうには、
さんらん

産卵
かん

管がついています。トンボの
からだ

体や
はね

羽の
いろ

色や
も よ う

模様で、オス、メスが
く べ つ

区別できるトンボも、
おお

多い

のです。（監修・中山 周平） 
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